
〔新
刊
紹
介
〕

足
立
尚
計
著

『知
ら
れ
ざ
る
福
井
の
先
人
た
ち
』山

上

笠

介

福
井
大
学
名
誉
教
授
の
青
木
紀
元
氏
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
｡

足
立
尚
計
氏
が
平
成
二
年
か
ら
四
年
春
に
か
け
て
､
書
き
綴

っ
た

｢知
ら
れ
ざ

る
福
井
の
先
人
た
ち
｣

が
､

一
冊
の
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
0

(中
略
)
本
書
は
､

一
口
に
言
え
ば
'
異
色
の
あ
る
福
井
県
人
物
誌
と
評
す
る

こ
と
が
で
き
る
O
そ
の
中
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
人
物
は
､

1
般
の
人
々
が
よ
-

知

っ
て
い
る
著
名
人
は
ご
-
わ
ず
か
で
､
大
多
数
は
今
ま
で
あ
ま
り
世
に
知
ら

れ
な
か
っ
た
市
井
の
人
た
ち
で
あ
る
｡
こ
の
点
に
､
｢知
ら
れ
ざ
る
福
井
の
先
人

た
ち
｣

の
特
色
が
あ
る
｡
足
立
氏
は
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
学
芸
員
と
し

て
､
数
多
-
の
郷
土
に
関
す
る
歴
史
資
料
に
触
れ
て
来
た
強
み
を
生
か
し
て
'

こ
れ
ま
で
陰
に
隠
れ
て
現
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
人
物
を
次
々
と
掘
り
起
こ

し
､
我
々
の
前
に
見
せ
て
-
れ
た
｡
こ
れ
ら
の
人
物
は
孜
々
と
し
て
勤
め
､
営
々

と
し
て
励
み
､
黙
々
と
地
道
に
社
会
の
底
辺
を
支
え
る
役
目
を
果
し
て
去

っ
て

行
っ
た
人
々
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
型
の
人
物
に
､
福
井
県
民
性
の
代
表
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
｡
(後
略
)

こ
の

｢序
｣

に
あ
る
よ
う
に
､
本
書
に
は
､
福
井
県
に
か
つ
て
生
き
､
あ
る
い
は

ヽ
ヽ
ヽ

ゆ
か
り
を
持
ち
な
が
ら
､
い
ま
で
は
忘
れ
ら
れ
､
埋
も
れ
た
存
在
の
人
び
と
百
人
の

略
伝
が
収
録
さ
れ
て
い
る
｡

福
井
県
は
､
古
来
の
越
前
と
若
狭
の
二
カ
国
を
県
域
と
す
る
｡
越
前
は
､
そ
の
昔
'

高
志

･
越
と
も
呼
ば
れ
た
｡
近
畿
の
都
が
近
-
､
日
本
海
に
面
し
て
い
る
の
で
､
古

-
か
ら
三
国
･敦
賀

(と
も
に
越
前
)
､
小
浜

(若
狭
)
な
ど
の
艮
湊
が
知
ら
れ
､
西

廻
航
路
を
通
じ
て
､
青
森
県
域
と
も
交
流
が
あ
っ
た
｡

奈
良
時
代
と
平
安
時
代
に
は
､
そ
れ
ぞ
れ
に
国
府
が
置
か
れ

(現
在
の
武
生
市
と

小
浜
市
)､
越
前
の
国
府
で
は
'
派
遣
役
人
藤
原
為
時
の
娘
で
あ
る
紫
式
部
も
､
少
女

期
を
過
ご
し
た
そ
う
で
あ
る
｡

戦
国
時
代
は
､
朝
倉

･
武
田
両
大
名
の
抗
争
や
､
加
越
の

一
向

一
操
が
有
名
だ
し
､

北
ノ
庄

(現
在
の
福
井
市
)
に
滅
び
た
柴
田
勝
家
と
夫
人
お
市
の
方
の
悲
劇
も
､
よ

-
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

江
戸
時
代
に
な
る
と
､
越
前
に
福
井

(松
平
氏
)
･
丸
岡

(有
馬
氏
)
･
鯖
江

(間

部
氏
)
･
大
野

(土
井
氏
)
･
勝
山

(小
笠
原
氏
)
の
五
藩
､
若
狭
に
小
浜
藩

(酒
井

氏
)
が
長
-
つ
づ
い
た
｡

な
か
で
も
､
福
井
藩

(三
十
二
万
石
)
は
､
徳
川
家
康
の
二
男
結
城
秀
康
を
祖
と

し
､
二
代
藩
主
の
松
平
忠
直
は
､
表
む
き
乱
行
の
理
由
で
永
聾
居
を
命
ぜ
ら
れ
た
請

題
の
人
物
で
あ
る
O
ま
た
､
十
六
代
藩
主
松
平
慶
永

(春
獄
)
は
､
幕
末
の
進
歩
的

な
指
導
者
と
し
て
名
を
と
ど
め
た
｡

諸
藩
に
も
人
材
が
多
-
､
た
と
え
ば
､
幕
末
に
橋
本
左
内

･
横
井
小
柄

･
由
利
公

正

(福
井
藩
)､
梅
田
雲
浜

(小
浜
藩
)
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
人
び
と
を
輩
出
し
て
い
る

の
で
あ
る
｡

し
か
し
､
本
書
で
は
､
こ
う
し
た
有
名
人
を
意
識
的
に
除
外
し
､
い
ま
は
忘
れ
去

ら
れ
､
う
ず
も
れ
た
人
た
ち
を
登
場
さ
せ
て
い
る
｡
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本
書
で
脚
光
を
浴
び
る
人
物
は
'
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
'
百
人
に
の
ぼ
る
が
'

古
-
は
､
奈
良
時
代
の
詩
人
で
あ
り
､
越
前
守

･
越
前
按
察
使
'
さ
ら
に
遣
唐
大
使

に
も
任
命
さ
れ
た
多
治
比
真
人
広
成
を
は
じ
め
'
平
安
時
代
で
紫
式
部
の
父
で
あ
る

藤
原
為
時

(詩
人
･文
官
)｡
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
'
平
成
二
年
十

一
月
に
物
故
し
た

詩
人
で
あ
り
'
社
会
教
育
家
の
則
武
三
男
に
ま
で
及
ん
で
い
る
｡

た
だ
､
年
代
別
で
は
'
古
代

･
中
世
が
あ
わ
せ
て
五
人
と
す
-
な
-
､
近
世
が
四

十
九
人
'
近
現
代
が
四
十
六
人
と
圧
倒
的
に
多
い
の
は
'
通
る
資
料
の
関
係
か
ら
'

い
た
し
か
た
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

人
物
た
ち
も
'
じ
つ
に
多
彩
で
あ
る
｡
貴
賎
貧
富
を
問
わ
ず
､
学
問

･
行
政

･
芸

能

･
技
工
'
そ
れ
に
隠
れ
た
善
行
者
や
勇
敢
な
女
性
'
名
物
芸
者
ま
で
も
採
り
上
げ

て
い
る
｡
数
例
を
紹
介
す
る
と
'

西
尾

宗
次

=
福
井
藩
士
､
通
称
を
図
書
O
元
和
元
年

(
一
六

1
五
)
の
大
坂
夏

の
陣
に
従
軍
し
'
大
坂
方
の
謀
将
幸
田
幸
村
を
討
ち
取
っ
た
｡
幸
村
愛
用
の
栄

配
を

｢真
田
幸
村
血
付
き
采
配
｣
と
し
て
子
孫
に
遺
し
'
供
養
の
た
め
越
前
松

平
家
菩
提
寺
に
<
真
田
地
蔵
>
を
建
立
し
た
｡

平
柳
杢
右
衛
門
=
鯖
江
藩
勘
定
奉
行
｡
正
直
で
か
た
-
な
な
人
柄
だ
っ
た
が
､
享

保
十
九
年

(
l
七
三
四
)
三
月
'
私
曲
の
科
を
か
ぶ
せ
ら
れ
て
刺
刑
に
O
し
か

し
､
百
年
後
'
七
代
藩
主
間
部
詮
勝
の
再
調
査
命
令
に
よ
っ
て
無
実
が
判
明
0

家
名
復
興
'
｢鬼
神
塚
｣
が
建
立
さ
れ
た
｡

足
羽

敬
明
=
寛
文
十
二
年

(
一
六
七
二
)
生
'
宝
暦
九
年

(
一
七
五
九
)
李
｡

福
井
市
足
羽
山
上
に
あ
る
足
羽
神
社
の
神
主
だ
っ
た
が
､
国
学
を
深
-
探
究
し
､

こ
れ
に
よ
り
従
四
位
上
に
叙
せ
ら
れ
て
'
福
井
国
学
の
始
祖
と
呼
ば
れ
た
｡
和

歌

･
漢
詩
に
秀
で
'
蔵
書
家
で
も
あ
っ
た
｡

松
岡
屋
吉
兵
衛

=
福
井
城
下
立
矢
の
商
人
｡
文
政
十

一
年
(
一
八
二
八
)'
毎
戸
に

寄
付
金
を
募
り
'
足
羽
山
に
登
る
愛
宕
坂

･
百
坂
を
修
復
し
た
｡
こ
の
功
績
を

讃
え
た
石
工
ら
が
吉
兵
衛
の
石
像
を
建
立
し
た
が
'
妬
む
者
が
あ
っ
て
'
石
像

の
首
が
た
び
た
び
打
ち
落
さ
れ
た
｡

山
本
輪
田
丸
=
狂
歌
師
､
御
影
堂
前

(敦
賀
市
)
の
商
人
｡
山
本
勘
助
の
子
孫
と

称
し
て
'
多
-
の
狂
歌
を
詠
み
､
『江
越
狂
歌
百
人

一
首
』
を
刊
行
｡
天
保
五
年

(
一
八
三
四
)
に
他
界
｡

松
田

和
孝
=
幕
末
の
福
井
藩
下
士
｡
通
称
を
東
吉
郎
｡
橋
本
左
内

･
久
坂
玄
棉

ら
と
親
交
L
t
藩
主
春
恵
に
し
ば
し
ば
提
言
し
て
影
響
を
与
え
た
｡
大
老
井
伊

直
猶
と
対
立
す
る
春
恵
が
隠
居
を
命
ぜ
ら
れ
た
責
任
を
感
じ
て
､安
政
六
年
(
l

八
五
九
)
六
月
に
自
決
｡
二
十
三
歳
｡

平
瀬
作
五
郎
-
安
政
三
年

(
一
八
五
六
)
生
'
大
正
十
四
年

(
一
九
二
五
)
李
｡

教
壇
に
立
つ
か
た
わ
ら
'
植
物
学
の
研
究
に
没
頭
し
､
明
治
二
十
九
年

(
一
八

九
六
)
九
月
'
銀
杏
の
精
子
を
世
界
で
初
め
て
発
見
し
た
｡
ま
た
'
梅
肉

･
梅

酢
の
殺
菌
効
果
に
着
目
し
て
力
説
し
た
｡

堤

太
四
郎
=
殉
職
警
察
官
｡
昭
和
十
九
年

二

九
四
四
)
に
福
井
県
巡
査
｡
翌

年
か
ら
三
国
警
察
署
に
勤
務
し
た
｡
と
こ
ろ
が
'
二
十

1
年
五
月
五
日
､
同
倭

と
二
人
で
夜
間
警
遵
中
に
'
連
続
窃
盗
事
件
の
容
疑
者
を
発
見
｡
連
行
し
よ
う

と
し
て
刃
物
で
抵
抗
さ
れ
､
十
八
カ
所
の
刺
傷
を
負
っ
て
殉
職
し
た
｡
二
十
八

歳
｡
利
発
で
口
数
す
-
な
-
'
実
直

一
途
の
好
青
年
だ
っ
た
｡

女
性
も
十
五
人
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
｡
藩
主
夫
人
が
三
人
に
'
幕
末
の
志
士
雲
浜

夫
人
の
梅
田
信
子
も
登
場
す
る
｡
歌
人
･
絵
師

(画
家
)
･教
育
者
が
多
い
が
'
異
色

の
女
人
た
ち
も
い
る
｡
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子
守
娘

綱

=
小
浜
藩
遠
敷
郡
小
松
原
村

(小
浜
市
)
の
人
｡
明
和
六
年

(
一
七

六
九
)
'
子
守
奉
公
中
に
､
狂
犬
に
遭

っ
て
襲
わ
れ
'
幼
児
を
か
ば

っ
て
自
分
は

死
ん
だ
｡
十
五
歳
｡

勇
婦

さ
ん
=
福
井
藩
篠
尾
村

(福
井
市
)
百
姓
善
太
夫
の
娘
｡
文
化
十

一
年

(
一

八

一
四
)
'
母
を
救
お
う
と
狼
に
立
ち
む
か
い
､
組
み
伏
せ
て
斧
で
叩
き
殺
し

た
｡
二
十
四
歳
｡

ヽ
ヽ

肴
屋

ほ
か
=
文
政
年
間

(
一
八

一
八

～
一
八
三

〇
)'
福
井
城
下
の
肴
屋
の
妻
｡

近
所
に
住
む
貧
困
の
子
ら
を

へ
だ
て
な
-
養
育
し
'
死
後
'
徳
を
讃
え
る

｢宝

加
塚
｣

が
建
立
さ
れ
た
｡

山
田

勢
津

=
幕
末
'
福
井
屈
指
の
料
亭

｢
五
療
楼
｣

の
名
物
女
将
｡
藩
主
松
平

春
汝
に
目
を
か
け
ら
れ
､
看
板
を
揮
毒
し
て
も
ら
っ
た
｡

酒
井
お
ゆ
う

=
幕
末

～
明
治
初
期
の
福
井
芸
者
'
踊
り
の
名
手
｡
北
陸
地
方
を
訪

れ
た
伊
藤
博
文
に
愛
さ
れ
'
東
京

へ
伴
わ
れ
て
囲
わ
れ
た
｡

堀
江

小
竹

=
大
正
期
の
福
井
芸
者
｡
体
重

二
二
八
キ
ロ
の
巨
体
｡
好
ん
で
力
士

姿
を
し
た
た
め
に
'
<
角
力
芸
者
>
と
呼
ば
れ
た
｡

柘
植

と
ら

=
明
治

～
昭
和
期
の
福
井
の
平
凡
な
主
婦
｡
し
か
し
､
生
涯
､
子
供

た
ち
を
愛
し
て
慕
わ
れ
'
昭
和
五
十
四
年
に
九
十
歳
で
死
去
｡

著
者
の

｢あ
と
が
き
｣

に
よ
る
と
'
｢知
ら
れ
ざ
る
福
井
の
先
人
た
ち
｣

は
'
日
刊

紙

｢
サ
ン
ケ
イ
｣
の
記
者
に
依
頼
さ
れ
て
執
筆
し
'
平
成
二
年

1
月
二
十
日
か
ら
同

三
年
九
月
二
十
五
日
ま
で
毎
週

一
回
､
同
紙
地
方
版
に
連
載
し
た
｡
こ
の
分
は
七
十

九
回
'
八
十
四
人
を
紹
介
し
た
が
'
単
行
本
と
し
て
上
梓
す
る
と
き
'
こ
れ
に
補
筆

L
t
さ
ら
に
十
六
人
を
追
加
し
て
'
ち
ょ
う
ど
百
人
に
し
た
｡

だ
い
た
い
1
人
分
あ
た
り
千
二
百
字
前
後
｡
こ
れ
よ
り
も
長
い
も
の
'
短
い
も
の

も
あ
る
が
'
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
追
加
分
で
あ
り
'
総
体
的
に
み
れ
ば
'

一
項
目
が

一
気
に
読
め
る
､
手
ご
ろ
な
読
み
も
の
に
な
っ
て
い
る
｡
人
物
ご
と
に
'
本
人
の
写

真
'
あ
る
い
は
関
連
す
る
写
真

･
図
版
が
添
え
ら
れ
て
あ
り
'
調
査
と
資
料
収
集
の

苦
心
が
し
の
ば
れ
る
｡

追
加
分
十
六
人
の
う
ち
十

一
人
は
'
著
者
が
市
政
広
報

｢
ふ
-
い
｣

に
連
載
中
の

｢福
井
ゆ
か
り
の
百
人

一
首
″

松
虫
音
″
｣
か
ら
転
用
し
て
い
る
｡
『松
虫
音
』
は
'

<
越
路
百
人

一
首
>
と
も
呼
ば
れ
'
江
戸
時
代
中
期
の
安
永
五
年

(
一
七
七
六
)
に
'

足
羽
川
の
ほ
と
り
に
住
む
藤
原
信
夫

(し
の
ぶ
)
な
る
女
性
名
の
人
物
が
'
福
井
に

縁
故
あ
る
ひ
と
た
ち
の
和
歌
を
集
め
た
歌
集
で
あ
る
｡
編
者
を
は
じ
め
､
詠
み
び
と

に
も
不
明
な
こ
と
が
多
い
が
'
著
者
は
'
こ
れ
が
解
明
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
の
で

あ
る
｡

そ
れ
と
い
う
の
も
､
足
立
氏
は
､
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
の
学
芸
員
と
し
て
'

『福
井
市
史

･
通
史
篇
』
･
『福
井
県
神
社
誌
』
な
ど
の
編
集

･
執
筆
委
員
を
勤
め
る

と
同
時
に
'
第

一
会
月
光
歌
廷
新
人
賞
を
受
賞
し
'
歌
誌

｢月
光
｣

の
同
人
と
な
っ

て
'
歌
集

『定
本
東
翠
の
歌
』
(
一
粒
社
)
を
持
つ
歌
人
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡
先

人
の
足
跡
を
さ
ぐ
り
'
謎
の
解
明
に
意
を
そ
そ
ぐ
の
も
､
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
0

本
書
に
は
､
人
物
誌
百
第
の
ほ
か
に
'
巻
末
に
次
の
資
料
が
付
録
し
て
あ
る
｡

一
､
越
前
松
平
家
系
図

二
､
松
平
春
獄
関
係
系
図

三
､
福
井
歌
壇
略
系
統
図

四
㌧
菱
川
師
福
略
系
図

<
三
>
は
'
福
井
県
歌
壇
史
を
総
見
し
､
<
四
>
は
'
同
じ
-
絵
画
史
の
資
料
と
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し
て
参
考
に
な
る
｡

(株
式
会
社
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
出
版
､
福
井
県
福
井
市
測
町
十
五
-
八
､
平
成
四
年
五

月
刊
､
B
6
判
二
四
〇
頁
､

一
九
〇
〇
円
)

(や
ま
が
み

･
し
よ
う
す
け

新
編

『弘
前
市
史
』
執
筆
編
集
委
員
)




